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子
ど
も
議
会

生比奈小学校　近 藤 陽 礼さん生比奈小学校　近 藤 陽 礼さん

生比奈小学校　前 田 花 瑠さん生比奈小学校　前 田 花 瑠さん

横瀬小学校　高 田 海 秋さん横瀬小学校　高 田 海 秋さん

横瀬小学校　久 米 大 和さん横瀬小学校　久 米 大 和さん



　

６
月
12
日
に
「
子
ど
も
議
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

生
比
奈
・
横
瀬
小
学
校
、 

勝
浦

中
学
校
か
ら
、
町
を
動
か
す
質
問

や
具
体
的
な
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
な
通
学
路
に

問　

近
藤
議
員　

通
学
路
の
県
道

部
分
に
は
危
険
な
と
こ
ろ
が
多
く

あ
り
ま
す
。
用
水
に
フ
タ
を
す
る

な
ど
し
て
歩
道
を
広
げ
、
安
全
な

通
学
路
に
し
て
ほ
し
い
。

答　

野
上
町
長　

県
道
に
は
ま
だ

狭
い
と
こ
ろ
が
あ
り
改
良
が
必
要

で
、
デ
コ
ボ
コ
な
路
面
の
舗
装
と

合
わ
せ
て
県
に
要
望
し
ま
す
。

勝
浦
の
自
然
体
験
を

問　

前
田
議
員  

四
季
折
々
の
「
勝

浦
自
然
体
験
」
を
提
案
し
ま
す
。

春
は
登
山
体
験
、
夏
は
勝
浦
川
の

川
遊
び
、
秋
は
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、

冬
は
勝
浦
マ
ラ
ソ
ン
で
す
。

答　

野
上
町
長　

自
然
豊
か
な
勝

浦
町
で
、
四
季
を
感
じ
る
体
験
イ

ベ
ン
ト
を
具
体
化
し
た
い
。

恐
竜
を
観
光
資
源
に

問　

高
田
議
員　

恐
竜
の
化
石
が

発
見
さ
れ
、
勝
浦
町
は
全
国
的
に

有
名
に
な
り
ま
し
た
。「
恐
竜
の

里
」
ま
で
の
道
路
を
整
備
し
、
案

内
板
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。 

答　

野
上
町
長  「
恐
竜
の
里
」
ま

で
は
距
離
が
長
く
、
道
路
整
備
は

予
算
面
で
難
し
い
。
案
内
板
は
、

授
業
等
で
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
れ
ば
、

設
置
し
た
い
。

議  長
近 藤 賢 太

前 田 花 瑠 議員

近 藤 陽 礼 議員

高 田 海 秋 議員

議  長
寒 山 　 航

生
比
奈
小
学
校

横
瀬
小
学
校

答

答

答

問

問問



ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
を

問　

久
米
議
員　

勝
浦
町
の
自
然

と
地
形
を
生
か
し
た
「
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
大
会
」
を
実
施
し
て
は

ど
う
か
。 

答　

野
上
町
長　
「
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
」
を
観
光
体
験
に
加
え
る

な
ど
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
。

「
地
方
創
生
」
に
政
策
提
言

問　

小
林
議
員　

過
疎
化
に
よ
る

人
口
減
少
や
経
済
停
滞
を
打
開
す

る
た
め
、
４
つ
の
提
言
を
し
ま
す
。

①「
あ
ゆ
祭
り
」
復
活
を 

②
農
業
の
後
継
者
対
策
を 

③
人
口
問
題
と
空
き
家
対
策
を 

④
社
会
資
本
の
整
備

　

・
街
灯
の
設
置
を 

　

・
星
谷
橋
の
架
け
替
え
を

答　

野
上
町
長　

①「
鮎
」
を
テ
ー

マ
に
観
光
に
活
か
し
た
い
。
②
後

継
者
育
成
は
、
国
の
制
度
に
加
え
、

町
独
自
の
支
援
策
で
進
め
て
い
る
。

③
30
年
後
の
町
の
人
口
は
、
３
８

０
０
人
を
予
測
。
空
き
家
は
１
５

０
軒
あ
り
、
改
修
事
業
を
計
画
し

て
い
る
。
④
街
灯
増
設
の
要
望
も

多
く
、
危
険
な
個
所
に
は
新
設
し

た
い
。
星
谷
橋
の
架
け
替
え
は
、

実
現
し
た
い
。

「
子
ど
も
に
や
さ
し
い

町
づ
く
り
条
例
」
を

問　

真
田
議
員　

子
ど
も
た
ち
が 

過
ご
し
や
す
い
町
に
す
る
た
め
、

条
例
を
提
案
し
ま
す
。

①
学
校
以
外
の
場
所
で
、
悩
み
を

気
軽
に
相
談
で
き
る
集
会
所
の

設
置
を
。 

②
私
た
ち
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
た

時
に
、
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え

る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
。

③
政
治
に
対
し
て
意
見
を
言
う
た

め
、「
勝
浦
目
安
箱
」
設
置
を
。

④
子
ど
も
が
楽
し
く
安
全
に
遊
べ

る
施
設
の
建
設
を
。

答　

野
上
町
長　

子
ど
も
の
人
権

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
関
の
設
置
や
、

相
談
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
。

学
校
な
ど
に
「
目
安
箱
」
を
設
置

し
た
い
。

　

勝
浦
町
は
子
育
て
に
優
し
い
予

算
配
分
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
か

ら
も
「
児
童
福
祉
や
子
育
て
」
に

配
慮
し
た
行
政
を
推
進
し
て
い
く
。

久 米 大 和 議員議  長
米 澤 陽 菜

小 林 柊 介 議員

真 田 　 優 議員

勝
浦
中
学
校

答

答

問

問

答

問



補
正
額
２
億
３
千
万
円

消
防
団
員
に
出
動
手
当

問　

国
清
議
員

　

出
動
手
当
て
の
基
準
と
な
る
時
間
は
、
誰
が
判

断
す
る
の
か
。

答　

山
田
企
画
総
務
課
長

　

８
時
間
を
一
回
と
し
、
１
５
０
０
円
を
支
給
す

る
。
水
防
の
詰
所
待
機
や
火
災
の
出
動
時
間
は
、

分
団
長
が
判
断
す
る
。

救
急
救
命
士
が
消
防
団
員
に

　

救
命
・
救
出
活
動
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
救

急
救
命
士
７
人
が
本
部
機
動
隊
分
団
に
加
え
ら
れ

た
。

粗
大
ご
み
の
無
料
化

問　

松
田
議
員

　

無
料
化
す
れ
ば
ご
み
の
量
は
増
え
る
が
、
ど
れ

ぐ
ら
い
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答　

中
瀬
住
民
課
長

　

無
料
化
に
よ
り
手
数
料
収
入
が
32
万
円
減
額
に

な
る
。

　

処
理
料
と
し
て
１
５
０
万
円
を
予
算
化
と
し
て

い
る
が
、
量
に
よ
り
補
正
予
算
が
必
要
に
な
る
。

　

７
月
27
日
に
更

生
保
護
女
性
会
の

片
山
佳
子
会
長
を

は
じ
め
17
人
の
会

員
が
参
加
し
、
日

ご
ろ
の
活
動
や
町

政
全
般
の
課
題
等

に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
が
で
き

ま
し
た
。

・
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と
交
流

の
機
会
を
作
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
を
共
有
し
協
働
の
仕
組
み
を
作
れ
な

い
か
。

・
中
学
校
卒
業
時
に
子
ど
も
が
親
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
る
一
枚
の
ハ
ガ
キ
通
信
を
、

14
年
か
ら
続
け
好
評
で
あ
る
。

５月会議

30年

31年

７　月（若あゆ会議）
８　月会議
９　月会議
10月会議
11月（みかん会議）
12月会議
１　月会議
２　月会議
３　月（ひな会議）
４　月会議
５　月会議
６　月会議

10・24・25・26日
22日
11・12・13・25日
16
10月30日・11月13・14・15日
11日
16日
13日
6・7・12・13・18・19・20・22日
23日
14日
4日

答

答

問

問



　

和
歌
山
県
白
浜
町
議
会
か
ら
議
会
改
革
な

ど
の
視
察
が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
な
が
ら
、
共
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
コ
ン
ク

ー
ル
で
全
国
１
位
と

な
っ
た
埼
玉
県
寄
居

町
議
会
を
視
察
し
た
。

　

住
民
の
登
場
が
多

く
、
議
案
審
議
結
果

だ
け
で
な
く
、
討
論

や
質
疑
な
ど
を
掲
載

す
る
こ
と
で
議
会
活

動
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
紙
面
づ
く
り

が
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

　

学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
議
会
だ
よ
り
の
編

集
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　
「
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
く
支
援

措
置
を
図
る
た
め
、
中
小
企
業
者
の
新
た
な
設
備

投
資
に
か
か
る
固
定
資
産
税
が
３
年
間
軽
減
さ
れ

る
。

問　

国
清
議
員

　

立
川
地
区
で
相
次
ぎ
恐
竜
化
石
が
発
見
さ
れ
、

「
国
内
最
古
級
」
と
言
わ
れ
る
ボ
ー
ン
ベ
ッ
ト
（
恐

竜
化
石
含
有
層
）
は
、
世
界
に
誇
れ
る
、
古
代
ロ

マ
ン
で
あ
り
町
の
宝
で
あ
る
。

　

今
後
、ど
う
保
全
し
、ど
う
活
用
し
て
い
く
の
か
。

答　

藪
下
副
町
長

　

発
掘
は
、
県
立
博
物
館
や
化
石
愛
好
家
等
の
協

力
を
い
た
だ
い
た
成
果
で
あ
り
、
今
後
も
県
と
連

携
し
保
全
と
活
用
を
進
め
た
い
。

生
産
性
向
上
に

　
　
　

 

税
条
例
改
正

６月会議７
月
会
議

８月会議
恐
竜
化
石

ど
う
す
る
保
全
と
活
用

視
察
受
け
入
れ
で

　
　
　
　
　

  

共
に
学
ぶ

視
察
受
け
入
れ
で

　
　
　
　
　

  

共
に
学
ぶ

編
集
に
生
か
す

編
集
に
生
か
す

議
会
広
報
常
任
委
員
会
視
察
研
修

町
民
の
声

答 問



質問議員質問事項 ページ

防災について
災害への備え、近所に一時避難場所の確保を
災害時通学路は安全か
安全・安心な町に、危機迫る南海トラフ地震の確率は
危険家屋対策の条例を
ブロック塀の緊急点検は
防災体制の充実強化、きめ細かな情報発信を
豪雨対策、堆積土砂の撤去を
水防監視カメラの増設を
生名谷川吐き出し口、「背割堤」の建設を

森 本 　 守
井　出　美智子
国 清 一 治
仙 才 　 守
美 馬 友 子
松 田 貴 志
麻 植 秀 樹
麻 植 秀 樹
大 西 一 司

7
8
9
10
11
13
14
14
15

まちづくり
星谷橋の架け替え計画は
沼江バイパス3期工事、進捗と用地交渉は
農地、下限面積の見直しを
危険度が高い、生名東橋の架け替えを

国 清 一 治
松 下 一 一
松 下 一 一
大 西 一 司

9
12
12
15

教育
教育行政、勝浦中学校に部活動指導員の配置を 松 田 貴 志 13

福祉・医療
勝浦病院の経営状態は
介護保険料の負担軽減を
病院改築、設計業者選定は
産後のサポート、受診費用の助成を

森 本 　 守
井　出　美智子
仙 才 　 守
美 馬 友 子

7
8
10
11

各議員が町の執行部に対して、様々な角度から町政について質問した！
各議員の動画中継はそれぞれ掲載ページの

ＱＲコードから見られます。



収支は非常に厳しい

問　

病
院
の
収
支
は
改
革
プ
ラ
ン
ど

お
り
か
。

答　

笠
木
病
院
事
務
局
長

　

病
院
の
収
支
は
非
常
に
厳
し
く
、

目
標
ど
お
り
に
い
っ
て
い
な
い
。

問　

新
病
院
建
設
に
つ
い
て
は
、
30

年
後
ま
で
の
支
払
能
力
を
見
据
え
た

計
画
に
す
る
べ
き
だ
。

答　

野
上
町
長

　

人
口
減
少
が
続
い
て
お
り
、
病
院

改
築
費
用
に
つ
い
て
は
効
率
的
な
方

法
に
よ
り
、
後
の
負
担
を
少
な
く
す

る
よ
う
進
め
た
い
。

問　

透
析
患
者
数
と
設
備
の
予
定
は
。

答　

笠
木
病
院
事
務
局
長

　

国
保
と
後
期
高
齢
者
保
険
加
入
者

の
患
者
数
は
15
名
い
る
。

　

設
備
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る

の
で
難
し
い
。

問　

院
外
処
方
で
待
ち
時
間
は
短
縮

さ
れ
た
の
か
。

答　

笠
木
病
院
事
務
局
長

　

移
動
で
時
間
を
要
す
る
の
で
、
大

幅
な
短
縮
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

災
害
へ
の
備
え

近
所
に
一
時
避
難

場
所
の
確
保
を

問　

今
回
の
豪
雨
災
害
で
、
生
存
者

の
多
く
が
、
地
域
の
協
力
体
制
で
助

か
っ
た
。

　

タ
イ
ミ
ン
グ
を
外
せ
ば
避
難
所
に

も
行
け
な
い
の
で
、
各
実
行
組
な
ど

小
さ
な
単
位
で
近
く
の
安
全
な
場
所

を
決
め
て
お
い
て
、
一
時
避
難
し
て

は
ど
う
か
。

答　

山
田
企
画
総
務
課
長

　

避
難
所
ま
で
遠
く
て
行
け
な
い
時

や
緊
急
な
場
合
な
ど
は
、
近
く
に
安

全
な
場
所
を
確
保
し
て
お
き
、
そ
こ

に
一
時
避
難
す
る
こ
と
は
、
自
分
を

守
る
上
で
重
要
だ
。

土
嚢
袋
の
常
備
を

問　

７
月
の
大
雨
時
に
役
場
に
は
土

嚢
袋
が
な
か
っ
た
。

　

土
嚢
袋
は
防
災
の
初
期
対
応
で
必

要
な
物
で
あ
る
。
緊
急
時
に
い
つ
で

も
出
せ
る
管
理
を
す
る
べ
き
。

答　

山
田
企
画
総
務
課
長

　

防
災
物
品
の
管
理
が
で
き
て
お
ら

ず
、
申
し
訳
な
い
。

　

常
に
在
庫
確
認
を
行
い
、
よ
く
使

う
地
域
の
分
団
に
も
配
布
し
て
お
き

た
い
。

■
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置
の
垂
れ

幕
に
つ
い
て

・
県
道
新
浜
勝
浦
線
に
つ
い
て

答答答 問問答

答

問

答

問

問

問

勝浦病院の
　　経営状態は

森本　守   議員森本　守   議員

笠木病院事務局長



野上町長

子どもの安全確保に努める
野上町長

問　

大
阪
北
部
地
震
で
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
下
敷
き
に
な
り
女
児
が
死
亡
し

た
。
同
様
の
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、

鳴
門
市
で
は
建
築
士
資
格
を
持
つ
人

が
安
全
点
検
を
行
っ
た
が
、
勝
浦
町

は
調
査
を
し
た
の
か
。

答　

笹
山
教
育
委
員
会
事
務
局
長　

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
教
育
委
員
会
の

職
員
が
調
査
し
た
。
通
学
路
は
教
育

委
員
が
確
認
を
し
た
。

問　

広
報
等
を
通
じ
て
、
町
内
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
所
有
者
の
啓
発
に
力
を

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

今
年
の
防
災
訓
練
時
に
、
地
元
の

人
で
、
危
険
箇
所
調
査
を
す
る
な
ど
、

地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
は
な
い
か
。

答　

野
上
町
長

　

子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど
、
災
害

弱
者
を
守
る
よ
う
安
全
確
保
に
努
め

る
。

問　

通
学
路
に
面
し
た
、
老
朽
家
屋

等
の
調
査
は
し
た
の
か
。

答　

松
本
建
設
課
長

　

21
年
に
空
き
家
調
査
を
実
施
し
た

が
、
危
険
な
老
朽
家
屋
は
し
て
い
な

い
。介

護
保
険
料
の負担

軽
減
を

問　

介
護
保
険
料
が
５
８
０
０
円
か

ら
６
９
０
０
円
に
上
が
り
、
高
す
ぎ

て
払
え
な
い
と
の
声
が
あ
る
。
救
済

で
き
る
制
度
は
な
い
の
か
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
や
サ
ー
ビ
ス

料
を
払
う
と
生
活
費
が
足
り
な
く
な

る
人
へ
の
、
負
担
軽
減
策
は
実
施
で

き
な
い
の
か
。

答　

岡
本
福
祉
課
長

　

負
担
軽
減
策
は
な
く
、
近
隣
の
町

村
で
も
実
施
し
て
い
な
い
。

問　

災
害
、
病
気
、
失
業
な
ど
に
よ

る
普
通
減
免
は
、
す
べ
て
の
自
治
体

で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
低
所
得
者

減
免
は
、
県
内
で
は
徳
島
市
が
実
施

し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、
勝

浦
町
で
も
実
施
し
た
ら
ど
う
か
。

答　

野
上
町
長

　

低
所
得
者
減
免
は
、
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

■
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止
に
つ

い
て

・
空
き
家
を
も
っ
と
利
用
し
や
す

く

井出美智子   議員井出美智子   議員

答 問

答

答

問答

答

問

問

問

災害時通学路は
　　　　　安全か　



松本建設課長

30年以内に70％
山田企画総務課長

問　
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
の
発
生

が
危
惧
さ
れ
10
数
年
に
な
る
が
、
そ

の
確
率
と
勝
浦
町
の
被
害
想
定
は
。

　

ま
た
、
発
災
時
の
初
動
体
制
は
。

答　

山
田
企
画
総
務
課
長

　

発
生
確
率
は
30
年
以
内
に
70
％
と

高
く
な
っ
て
お
り
、
勝
浦
で
は
震
度

６
弱
の
地
震
が
発
生
し
、
家
屋
の
全

壊
・
消
失
が
４
２
０
棟
。
死
者
数
は

20
〜
30
人
と
想
定
し
て
い
る
。

　

発
災
後
、
役
場
に
駆
け
つ
け
ら
れ

る
職
員
は
30
人
弱
と
推
測
し
、
初
動

体
制
の
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
が
、

地
域
の
協
力
も
必
要
で
あ
る
。

消
防
団
組
織
を
６
分
団
に

問　

町
長
は「
消
防
団
組
織
の
再
編
」

を
公
約
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な

考
え
は
。

　

私
は
、
常
備
化
を
前
提
に
、
消
防

組
織
を
６
分
団
に
再
編
し
、
団
員
の

大
幅
減
を
提
唱
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

答　

野
上
町
長

　

人
口
の
大
幅
な
減
少
の
な
か
、
団

員
定
数
２
４
０
の
維
持
、
確
保
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、
分
団

の
統
合
・
再
編
も
必
要
と
な
り
、
消

防
常
備
化
と
と
も
に
、
今
後
も
研
究

を
続
け
て
い
き
た
い
。

星
谷
橋
の
架
け
替
え
計
画
は

問　

町
長
は
、
危
険
な
星
谷
橋
を
架

け
替
え
る
と
明
言
し
基
金
を
積
み
立

て
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
計
画
は
。

答　

松
本
建
設
課
長

　

架
け
替
え
に
向
け
基
金
を
積
み
立

て
る
た
め
計
画
を
進
め
て
い
る
。
設

計
か
ら
完
成
ま
で
７
年
、
工
事
費
は

概
ね
18
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

防
災
士
会
に
加
入
と
助
成
を

問　

防
災
士
会
が
活
発
に
活
動
を
進

め
て
る
が
、
町
内
の
資
格
取
得
者
数

は
。

　

ま
た
、
防
災
士
会
へ
の
役
場
職
員

の
加
入
促
進
と
、
活
動
に
助
成
金
を
。

答　

山
田
企
画
総
務
課
長

　

現
在
、
防
災
士
は
６
０
数
人
で
、

そ
の
内
役
場
職
員
は
６
人
。

答　

野
上
町
長

　

防
災
士
会
へ
職
員
の
加
入
を
促
し
、

活
動
に
対
し
て
は
、
財
政
的
支
援
を

し
た
い
。

■
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
産
業
振
興
の
ま
ち
づ
く
り

・
観
光
・
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

答

答

答答

答 問

問

問

問

国清一治   議員国清一治   議員 安全・安心な町に
危機迫る南海トラフ地震の確率は



石木地方創生推進室長

条例の制定は必要

問　

倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
危
険
家
屋

に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ

て
い
る
の
か
。

答　

松
本
建
設
課
長

　

町
の
職
務
と
し
て
の
調
査
権
限
は

な
い
の
で
、
危
険
家
屋
の
調
査
は
し

て
い
な
い
。

　
　

石
井
町
な
ど
他
の
自
治
体
で
は

実
態
を
調
査
し
、
具
体
的
に
対
策
を

実
施
し
て
い
る
。

　

な
ぜ
調
査
権
限
が
な
い
の
か
。

答　

松
本
建
設
課
長

　

他
の
自
治
体
で
は
、「
空
き
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
に
よ
り
事
業
を
実
行
し
て
い
る
。

問　

危
険
家
屋
が
倒
壊
し
、
通
行
中

の
住
民
が
け
が
を
し
た
と
き
、
自
治

体
と
し
て
何
ら
か
の
責
任
は
あ
る
か
。

答　

山
田
企
画
総
務
課
長

　

道
路
管
理
上
の
行
政
責
任
は
あ
る
。

通
行
の
多
い
と
こ
ろ
は
点
検
が
必
要

と
考
え
る
。

条
例
を
制
定
し
て
は

問　

す
で
に
多
く
の
自
治
体
が
空
家

条
例
を
制
定
し
、
危
険
家
屋
に
対
応

し
て
い
る
。
不
適
切
な
建
築
物
に
は

除
去
命
令
権
が
あ
る
。

　

本
町
も
条
例
を
制
定
し
て
は
。

答　

野
上
町
長

　

老
朽
空
き
家
が
増
加
し
て
い
る
の

で
、
条
例
の
制
定
が
必
要
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

病
院
改
築

設
計
業
者
選
定
は

問　

設
計
業
者
の
審
査
で
、
最
優
秀

と
な
っ
た
「
内
藤
建
築
事
務
所
」
は

ど
こ
が
良
か
っ
た
の
か
。

答　

石
木
地
方
創
生
推
進
室
長

　

す
べ
て
の
評
価
項
目
で
、
他
の
２

業
者
を
上
回
る
評
点
を
得
て
選
定
さ

れ
た
。

問　

審
査
の
内
容
は
。

答　

石
木
地
方
創
生
推
進
室
長

　

設
計
業
者
の
病
院
改
築
に
対
す
る

考
え
方
を
確
認
し
た
。

　

今
後
、
関
係
者
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
、
設
計
を
進
め
る
。

■
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
救
命
士
詰
所
の
電
話
設
備
は

・
議
案
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
は

・
光
ケ
ー
ブ
ル
の
料
金
改
定
は

仙才　守   議員仙才　守   議員

答 問

答 問

答 問

答 問答問

危険家屋対策の
　　　　条例を

答 問国
土
交
通
省 

空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

石
井
町
の
空
家
対
策

野上町長



岡本福祉課長

県下の実施状況を見る

問　

出
産
後
は
精
神
的
に
不
安
定
に

な
り
や
す
く
、
お
っ
ぱ
い
の
ケ
ア
も

必
要
な
時
期
で
も
あ
る
。
産
後
２
週

間
目
の
受
診
を
助
成
し
て
母
親
の
不

安
解
消
を
。

答　

岡
本
福
祉
課
長

　

非
常
に
大
事
な
こ
と
で
あ
る
が
、

保
険
診
療
の
対
象
外
で
、
全
額
自
己

負
担
と
な
る
。

　

今
後
、
県
下
の
実
施
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問　

子
育
て
に
必
要
な
情
報
で
あ
る

「
勝
浦
町
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

が
で
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
が
、
こ
の
情
報
を
ど
の
よ
う

に
周
知
し
活
用
し
て
い
く
の
か
。

答　

岡
本
福
祉
課
長

　

子
育
て
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
や
保

育
園
で
必
要
な
方
に
渡
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
毎
年
改
正
し
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
更
新
し
て
い
く
。

問　

乳
が
ん
は
自
分
で
見
つ
け
る
こ

と
の
で
き
る
数
少
な
い
が
ん
で
あ
る
。

自
分
自
身
で
触
れ
て
チ
ェ
ッ
ク
で
き

る
方
法
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
も
、

女
子
ト
イ
レ
な
ど
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
貼
る
な
ど
の
工
夫
を
早
く
。

答　

岡
本
福
祉
課
長

　

ト
イ
レ
の
景
観
や
利
用
に
支
障
が

な
い
よ
う
な
方
法
を
、
協
議
し
て
検

討
し
て
い
く
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の緊急

点
検
は

問　

大
阪
北
部
地
震
に
よ
り
、
ブ
ロ

ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
大
き
な
被
害
や
事

故
が
起
き
た
。
国
や
県
か
ら
緊
急
点

検
の
指
示
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
実

施
し
た
結
果
は
ど
う
か
。

答　

笹
山
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

地
震
発
生
の
翌
日
に
各
小
・
中
学

校
内
の
確
認
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
が
通
学
路
を
見

回
り
、
10
箇
所
の
報
告
が
あ
っ
た
。

答　

山
田
企
画
総
務
課
長

　

公
共
施
設
の
69
施
設
を
調
査
し
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
設
置
し
て
い
る
13
施

設
の
う
ち
、
５
施
設
に
つ
い
て
安
全

対
策
が
必
要
で
あ
る
。

問　

点
検
方
法
を
周
知
し
、
自
宅
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
の
お
願
い
を
し

て
は
。

答　

山
田
企
画
総
務
課
長

　

所
有
者
の
自
主
的
な
点
検
を
啓
発

す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
に
チ
ェ
ッ
ク
方
法
等

を
掲
載
す
る
。

■
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
新
勝
浦
病
院
の
管
理
体
制
は

・
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
向
上
を

美馬友子   議員美馬友子   議員 産後のサポート
受診費用の助成を

答 問

問問 答答問

答答答 問



海川産業交流課長

今年度から事業着手

問　

町
長
の
沼
江
バ
イ
パ
ス
工
事
に

対
す
る
思
い
は
。

答　

野
上
町
長

　

阿
南
市
、
小
松
島
市
に
通
じ
る
幹

線
道
路
で
あ
り
、
四
国
横
断
道
に
つ

な
が
る
勝
浦
町
に
と
っ
て
、
重
要
な

道
路
整
備
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

土
捨
て
場
の
用
地
交
渉
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

松
本
建
設
課
長

　

東
側
処
理
場
の
用
地
取
得
を
終
え
、

西
側
処
理
場
に
つ
い
て
交
渉
を
続
け

て
い
る
。

問　

地
元
に
対
し
て
、
工
事
の
経
過

や
進
捗
に
つ
い
て
の
説
明
会
は
。

答　

松
本
建
設
課
長

　

工
事
着
手
前
に
説
明
を
し
た
い
。

問　

排
水
対
策
は
万
全
か
。

答　

松
本
建
設
課
長　

　

東
西
の
残
土
処
理
場
を
含
め
た
排

水
流
量
に
よ
り
、
排
水
施
設
の
断
面

積
を
決
定
す
る
。

問　

ロ
ー
ソ
ン
東
側
県
道
の
、
浸
水

対
策
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

松
本
建
設
課
長

　

阿
南
勝
浦
線
は
、
重
要
な
道
路
で

あ
り
、
県
道
の
浸
水
対
策
を
県
に
要

望
す
る
。

地
籍
調
査次の

対
象
地
区
は

問　

地
籍
調
査
に
お
い
て
、
次
の
対

象
地
区
を
ど
の
よ
う
な
判
断
基
準
で

決
め
る
の
か
。

答　

野
上
町
長

　

隣
接
す
る
地
区
が
効
率
的
で
あ
る

が
、
地
元
の
協
力
体
制
が
整
っ
た
地

区
を
優
先
す
る
こ
と
も
あ
る
。

問　

地
籍
調
査
終
了
後
、
測
量
結
果

の
変
更
や
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
と
き

そ
の
解
決
方
法
は
。

答　

松
本
建
設
課
長

　

法
務
局
に
地
籍
調
査
の
成
果
を
送

る
ま
で
に
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た

場
合
は
、
町
で
対
処
で
き
る
。

　

送
付
後
で
あ
っ
て
も
、
町
に
誤
り

が
あ
る
場
合
は
修
正
で
き
る
。

農
地
、
下
限
面
積
の

見
直
し
を

問　

農
地
取
得
者
の
下
限
面
積
50
ａ

の
見
直
し
を
。

答　

海
川
産
業
交
流
課
長

　

法
解
釈
も
含
め
研
究
し
、
農
家
の

意
向
も
確
認
し
つ
つ
、
農
業
委
員
会

の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

■
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
災
害
防
止
へ
の
対
策
を

・
町
有
財
産
の
運
用
は

松下一一   議員松下一一   議員

答 問答 問答 問答 問

答 問問

答 問 答

答問

沼江バイパス3期工事
進捗と用地交渉は

野上町長



災害時の
避難勧告
・指示等

ポータル、HP

携帯電話
（緊急速報メールなど）

VPN、
インターネット

LG-WAN、
VPN、
インターネット

住民へ伝達する際のメディア
の選択や表現形式は、情報
伝達者の責任で行う。

笹山教育委員会事務局長

Ｌアラートの活用を
検討している

問　

災
害
時
に
は
情
報
弱
者
が
生
ま

れ
や
す
い
。
様
々
な
ツ
ー
ル
を
用
い

て
、
積
極
的
に
情
報
発
信
し
共
有
す

べ
き
で
は
。

答　

山
田
企
画
総
務
課
長

　

今
回
の
西
日
本
豪
雨
で
の
災
害
対

応
に
お
い
て
、
多
く
の
自
治
体
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
し
て
い
た
。

　

防
災
無
線
で
の
発
信
と
と
も
に
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
も
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、Ｌ
ア
ラ
ー
ト
（
災
害
情
報

共
有
シ
ス
テ
ム
）
の
運
用
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
的
確
な
情
報
発
信
に

努
め
た
い
。

教
育
行
政

勝
浦
中
学
校
に

部
活
動
指
導
員
の
配
置
を

問　

今
年
度
か
ら
教
員
の
超
過
勤
務

や
負
担
増
へ
の
対
策
の
一
環
で
、
県

の
事
業
と
し
て
、
中
学
校
に
部
活
動

指
導
員
が
配
置
さ
れ
る
。
本
町
で
の

取
り
組
み
状
況
は
。

答　

笹
山
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

教
員
の
負
担
軽
減
、
充
実
し
た
部

活
動
の
推
進
を
目
的
に
、
北
島
町
の

事
例
を
参
考
に
準
備
を
進
め
て
き
た
。

30
年
10
月
か
ら
勝
浦
中
学
校
に
１
名

を
配
置
で
き
る
よ
う
、
９
月
議
会
に

補
正
予
算
を
計
上
し
た
い
。

問　

阿
南
方
面
の
通
学
バ
ス
は
、
町

の
補
助
金
と
利
用
料
に
よ
り
運
行
し

て
い
る
。

　

中
学
３
年
生
が
進
学
先
を
決
定
す

る
ま
で
に
一
日
で
も
早
く
、
来
年
度

の
方
針
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答　

野
上
町
長

　

地
方
創
生
事
業
と
し
て
31
年
度
ま

で
の
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
31
年
度

の
入
学
生
は
、
卒
業
す
る
ま
で
何
ら

か
の
形
で
支
援
し
た
い
。

　

今
後
、
県
に
よ
る
通
学
区
制
度
が

変
更
に
な
れ
ば
、
新
た
な
支
援
制
度

も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 

■
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
定
住
人
口
増
加
に
向
け
て
、
宅

地
造
成
や
今
後
の
展
開
は

山田企画総務課長

答 問

答 問

答 問

松田貴志   議員松田貴志   議員 防災体制の充実強化
きめ細かな情報発信を



山田企画総務課長

問　

西
日
本
を
中
心
に
、
豪
雨
に
よ

る
災
害
が
発
生
し
た
。
行
政
に
お
い

て
日
ご
ろ
の
防
災
に
対
す
る
意
識
が

十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、
人
災
で
は

と
考
え
て
い
る
。

　

町
に
お
い
て
は
数
年
前
に
バ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
タ
ー
に
よ
り
生
名
バ
イ
パ
ス

や
公
衆
ト
イ
レ
が
浸
水
す
る
等
の
洪

水
が
発
生
し
た
。
生
名
谷
川
の
堆
積

土
砂
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
る
か
。

答　

松
本
建
設
課
長

　

堆
積
土
砂
は
確
認
し
て
い
る
。

　

浚
渫
に
つ
い
て
は
、
以
前
よ
り
要

望
し
て
い
る
が
、
今
後
も
継
続
し
て

い
く
。

問　

星
谷
運
動
公
園
下
流
の
堆
積
砂

利
を
撤
去
し
、
川
幅
を
拡
大
で
き
な

い
か
。
事
前
防
災
の
観
点
か
ら
早
急

に
対
応
す
る
べ
き
だ
。

答　

松
本
建
設
課
長

　

県
は
28
年
度
に
６
０
８
㎡
を
撤
去

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
河
川
の
流
れ

が
中
央
寄
り
に
な
っ
て
い
る
。

答　

野
上
町
長

　

２
月
の
就
任
直
後
と
５
月
９
日
に
、

県
に
対
し
て
要
望
し
た
。

水
防
監
視
カ
メ
ラ
の
増
設
を

問　

現
在
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

勝
浦
川
の
水
量
確
認
が
で
き
る
よ
う

に
、
町
内
で
は
星
谷
橋
付
近
に
水
防

監
視
カ
メ
ラ
が
１
基
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

住
民
へ
の
情
報
提
供
、
注
意
喚
起

を
促
す
こ
と
を
目
的
に
、
新
た
に
坂

本
川
と
本
流
の
交
点
、
沼
江
不
動
前

に
増
設
で
き
な
い
か
。

答　

山
田
企
画
総
務
課
長

　

星
谷
橋
の
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
老

朽
化
し
、
最
近
不
具
合
が
発
生
し
て

い
る
の
で
補
修
し
た
。

　

増
設
は
多
額
の
費
用
が
発
生
す
る

の
で
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

歩
道
整
備
の
進
捗
状
況
は

問　

生
比
奈
小
学
校
東
側
歩
道
整
備

工
事
の
進
捗
状
況
は
。

答　

松
本
建
設
課
長

　

29
年
度
か
ら
用
地
交
渉
に
入
り
、

早
期
の
用
地
買
収
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

県に要望している

麻植秀樹   議員麻植秀樹   議員

答答答 問問

答

問

答 問

豪雨対策
堆積土砂の撤去を

野上町長

し
ゅ
ん
せ
つ



2020年度着工予定

問　
「
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
」
の
中

で
生
名
東
橋
と
星
谷
橋
は
最
も
危
険

で
、
架
け
替
え
が
必
要
と
判
断
さ
れ

て
い
る
。
早
期
に
改
善
計
画
を
進
め

る
べ
き
だ
。

答　

野
上
町
長

　

生
名
東
橋
は
２
０
２
０
年
度
に
架

け
替
え
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。
星

谷
橋
は
今
年
度
中
に
「
基
金
の
設
置
、

管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
」
の

制
定
を
議
会
に
提
案
し
、
着
工
を
め

ざ
し
た
い
。

生
名
谷
川
吐
き
出
し
口

「
背
割
堤
」
の
建
設
を

問　

岡
山
県
真
備
町
で
起
き
た
災
害

状
況
は
、
勝
浦
川
と
生
名
谷
川
の
状

況
と
似
て
お
り
、
同
じ
よ
う
な
災
害

が
起
こ
る
可
能
性
は
高
い
。

　

生
名
谷
川
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に

勝
浦
川
へ
合
流
さ
せ
る
に
は
、
排
水

ポ
ン
プ
設
置
が
ベ
ス
ト
だ
が
、
多
額

の
建
設
費
や
維
持
管
理
費
が
必
要
で

難
し
い
。

　

現
実
的
な
方
法
と
し
て
、
合
流
地

点
よ
り
下
流
へ
中
堤
防
を
築
き
、
流

れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
さ
せ
る「
背
割
堤
」

の
建
設
を
進
め
る
べ
き
だ
。

答　

松
本
建
設
課
長

　

昨
年
、
地
元
関
係
者
か
ら
堆
積
土

砂
の
浚
渫
要
望
と
合
わ
せ
て
、
改
良

計
画
案
と
し
て
「
背
割
堤
」
の
提
案

が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
県
に
強
く
要

望
し
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

増
額
に
向
け
た取り

組
み
を

問　

勝
浦
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
は

近
隣
町
村
に
比
べ
て
低
い
。
寄
付
金

の
使
い
道
を
具
体
的
に
示
し
、
勝
浦

町
の
発
信
や
地
域
振
興
に
つ
な
が
る

ふ
る
さ
と
納
税
の
、
増
額
に
取
り
組

む
べ
き
だ
。

答　

山
田
企
画
総
務
課
長

　

勝
浦
の
特
色
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、

返
礼
品
の
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
、
町

民
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

■
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
樫
渕
の
地
滑
り
対
策
事
業
の
進

捗
状
況
は

・
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
取
り

組
み
は

・
県
道
改
良
工
事
の
進
捗
は

・
教
育
長
就
任
見
通
し
は

答 問問

答

答 問

大西一司   議員大西一司   議員 危険度が高い
生名東橋の架け替えを

野上町長

し
ゅ
ん
せ
つ



「地域おこし協力隊」の活躍を、シリーズで紹介しています。
今回は！

★まずは自己紹介
　神奈川県厚木市出身です。
東京のウェブ制作会社に３年間
勤め、ウェブ動画制作事業の
立ち上げを行い、プロジェクト
リーダーをしていました。趣味
はギターの演奏とアウトドアで
す。

★なんでこの町へ
　子どものころから「田舎に住みたい！」という気持ちと、仕事
とプライベートのバランスのとれた生活の方法を探していたとこ
ろ、「地域おこし協力隊」という制度を見つけて応募しました。

★どんなことしょんで
　「道の駅ひなの里かつうら」に4年ほど勤務し、
現在は個人事業としてホームページ制作や映像
制作を行っています。
　その傍ら、自分で古民家を改装して「恩送りの
宿」を作っています。

★ゆめは大きく
　「民宿」を軸に、小さな子供たちの夢や、地域
の人たちの新しい発想を現実に変えていけるよう
な、コミュニティを作っていきたい。

秋 山 諒 太 さん

協力隊」という制度を見つ

仕事
たとこ
た。

しょんで
の里かつうら」に4年ほど勤務し、

★なんでこの町
子どものころか

とプライベートの
ろ 「地域おこし協

秋 山 諒 太 

ろ、「地域おこし協


